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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第38期

第３四半期連結
累計期間

第39期
第３四半期連結

累計期間
第38期

会計期間
自　平成26年３月21日
至　平成26年12月20日

自　平成27年３月21日
至　平成27年12月20日

自　平成26年３月21日
至　平成27年３月20日

売上高 (千円) 8,530,061 8,437,504 12,918,883

経常利益又は経常損失(△) (千円) △65,321 △423,970 226,293

四半期純損失(△)又は
当期純利益

(千円) △71,394 △380,986 87,315

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △58,959 △270,559 109,060

純資産額 (千円) 3,124,978 1,523,198 2,041,340

総資産額 (千円) 8,658,609 7,667,435 9,068,372

１株当たり四半期純損失金額
(△)又は１株当たり当期純利益
金額

(円) △3.97 △21.17 4.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.9 19.7 22.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 691,000 183,980 380,316

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △28,451 △192,774 △157,307

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,251 △1,619 △2,608

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,999,811 1,549,502 1,559,915
 

　

回次
第38期

第３四半期連結
会計期間

第39期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自　平成26年９月21日
至　平成26年12月20日

自　平成27年９月21日
至　平成27年12月20日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △4.43 △14.32
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第38期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

４　第38期第３四半期連結累計期間及び第39期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式がないため記載しておりません。

５　四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更はあ

りません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)

が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国の景気減速の影響等による先行き不透明感から、国内景

気も足踏み状態にあります。

当社グループの属する情報サービス業界では、クラウドやビッグデータ、ＩｏＴ／Ｍ２Ｍ（Internet of

Things/Machine to Machine）など、新たな技術の利活用に注目が集まってきております。また、ＩＴサービス投資

は、金融・公共などのシステム構築需要の継続により底堅さを維持しておりますが、ＩＴ市場全体では低成長で推

移しております。

このような状況の中で、当社グループは2013年度から2015年度までの中期経営計画「Renaissance21（ルネッサン

ス21）」の最終年度として、将来への成長基盤固めに努めてきました。さらに、昨年８月末に、次年度からスター

トする中期計画の根幹となる今後の基本方針を策定し、技術・営業・マーケティング等の機能強化、会社体制の強

化、企業文化の改革に努めております。

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は84億37百万円（対前年同四半期比1.1%減）となりましたが、大規

模システムの手直し費用の発生等の影響もあり営業損失４億31百万円、経常損失４億23百万円、四半期純損失３億

80百万円となりました。

 
事業別の概況は次のとおりであります。

 
〔ビジネス・ソリューション事業〕

当事業では、株式会社安川電機グループのＩＴ投資はプロジェクトの一巡により減少しましたが、ＥＲＰソ

リューションや移動体通信事業者向け開発は堅調に推移しました。

その結果、売上高は33億48百万円（同2.2%増）となりました。

 
〔組込制御ソリューション事業〕

当事業では、医療機器やメカトロ機器向けのソフト開発、制御システム構築は堅調に推移しましたが、情報機器

販売については前年同期に比べ減少しました。

その結果、売上高は35億７百万円（同8.0%減）となりました。

 
〔医療・公益ソリューション事業〕

当事業では、健康保険者向けシステム構築や医療機関向けソリューションサービスは低調でしたが、インター

ネット・セキュリティ関連製品は前年同期に比べ増加し、学校向けパソコン整備等の大口売上もありました。

その結果、売上高は15億81百万円（同9.6%増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　資産

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は51億98百万円（前連結会計年度末比15億49百万円減）となりまし

た。これは、主として受取手形及び売掛金が22億22百万円減少したこと、仕掛品が４億68百万円増加したこと、

その他が２億２百万円増加したこと等によるものです。

固定資産は24億69百万円（同１億48百万円増）となりました。これは、主として無形固定資産が95百万円増加

したこと、有形固定資産が24百万円増加したこと、その他が32百万円増加したこと等によるものです。

この結果、資産合計は76億67百万円（同14億０百万円減）となりました。

 
②　負債

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は24億16百万円（同11億38百万円減）となりました。これは、主とし

て支払手形及び買掛金が６億86百万円減少したこと、未払費用が２億55百万円減少したこと、未払金が２億19百

万円減少したこと等によるものです。

固定負債は37億27百万円（同２億55百万円増）となりました。これは、主として退職給付に係る負債が３億77

百万円増加したこと、その他が１億27百万円減少したこと等によるものです。

この結果、負債合計は61億44百万円（同８億82百万円減）となりました。

 
③　純資産

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は15億23百万円（５億18百万円減）となりました。これは、主とし

て利益剰余金が６億27百万円減少したこと、退職給付に係る調整累計額が78百万円増加したこと等によるもので

す。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より10百万円減少し、15

億49百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況につきましては、次のとおりです。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少６億86百万円、たな卸資

産の増加４億78百万円、税金等調整前四半期純損失４億24百万円があったものの、売上債権の減少22億22百万

円、退職給付に係る負債の増加２億６百万円があったこと等により、１億83百万円（前年同四半期比５億７百万

円減）となりました。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得１億36百万円、有形

固定資産の取得72百万円があったこと等により、△１億92百万円（同１億64百万円減）となりました。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、少数株主への配当金の支払１百万円等に

より、△１百万円（同０百万円増）となりました。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 
(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、123,153千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,000,000

計 64,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年12月20日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年１月29日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,000,000 18,000,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株であり
ます。

計 18,000,000 18,000,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
(千株)

発行済株式総
数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額(千円)

資本準備金残
高(千円)

平成27年９月21日～
平成27年12月20日

― 18,000 ― 664,000 ― 318,000
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年９月20日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成27年12月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式         300

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  17,998,700 179,987 ―

単元未満株式 普通株式       1,000 ― ―

発行済株式総数 18,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 179,987 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が800株(議決権８個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄には、自己株式(自己保有株式)が４株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年12月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割

合(％)

(自己保有株式)
安川情報システム株式会社

北九州市八幡西区東王子町
５―15

300 ― 300 0.00

計 ― 300 ― 300 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
執行役員

情報セキュリティ担当
業務改革推進本部長

取締役
執行役員

情報セキュリティ担当
兼情報政策担当
総合企画室長

石　田　聡　子 平成27年９月21日
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年９月21日から平成

27年12月20日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年３月21日から平成27年12月20日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月20日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,559,915 1,549,502

  受取手形及び売掛金 3,644,714 ※  1,422,577

  商品及び製品 76,419 78,575

  仕掛品 1,026,006 1,494,851

  原材料及び貯蔵品 11,132 18,619

  その他 433,561 635,709

  貸倒引当金 △3,920 △1,814

  流動資産合計 6,747,829 5,198,021

 固定資産   

  有形固定資産 673,107 697,327

  無形固定資産 186,825 282,053

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 1,150,194 1,147,267

   その他 310,415 342,764

   投資その他の資産合計 1,460,609 1,490,032

  固定資産合計 2,320,542 2,469,413

 資産合計 9,068,372 7,667,435

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 989,055 302,059

  未払金 957,097 738,076

  未払費用 1,117,317 861,628

  未払法人税等 69,001 2,386

  役員賞与引当金 3,200 4,170

  その他 419,184 508,137

  流動負債合計 3,554,856 2,416,459

 固定負債   

  退職給付に係る負債 3,089,227 3,466,516

  役員退職慰労引当金 35,854 42,154

  その他 347,093 219,105

  固定負債合計 3,472,175 3,727,776

 負債合計 7,027,031 6,144,236

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 664,000 664,000

  資本剰余金 318,000 318,000

  利益剰余金 2,242,927 1,615,858

  自己株式 △99 △99

  株主資本合計 3,224,828 2,597,759

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 54,085 85,467

  退職給付に係る調整累計額 △1,251,658 △1,172,743

  その他の包括利益累計額合計 △1,197,572 △1,087,276

 少数株主持分 14,084 12,715

 純資産合計 2,041,340 1,523,198

負債純資産合計 9,068,372 7,667,435
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月21日
　至 平成26年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年12月20日)

売上高 8,530,061 8,437,504

売上原価 6,817,376 6,938,343

売上総利益 1,712,685 1,499,160

販売費及び一般管理費 1,777,873 1,930,820

営業損失（△） △65,188 △431,659

営業外収益   

 受取利息 203 195

 受取配当金 1,052 1,452

 保険解約返戻金 177 5,653

 為替差益 ― 2,697

 その他 1,469 586

 営業外収益合計 2,903 10,584

営業外費用   

 支払利息 240 148

 売上債権売却損 2,551 2,747

 その他 244 ―

 営業外費用合計 3,036 2,895

経常損失（△） △65,321 △423,970

特別利益   

 固定資産売却益 16,947 ―

 特別利益合計 16,947 ―

特別損失   

 固定資産除却損 34 561

 ゴルフ会員権評価損 170 ―

 特別損失合計 204 561

税金等調整前四半期純損失（△） △48,578 △424,531

法人税、住民税及び事業税 7,210 12,639

法人税等調整額 15,785 △56,296

法人税等合計 22,995 △43,656

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △71,574 △380,874

少数株主利益又は少数株主損失（△） △180 111

四半期純損失（△） △71,394 △380,986
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月21日
　至 平成26年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年12月20日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △71,574 △380,874

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12,615 31,401

 退職給付に係る調整額 ― 78,914

 その他の包括利益合計 12,615 110,315

四半期包括利益 △58,959 △270,559

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △58,874 △270,690

 少数株主に係る四半期包括利益 △85 131
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月21日
　至 平成26年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年12月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純損失（△） △48,578 △424,531

 減価償却費 58,319 80,463

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,653 △2,106

 前払年金費用の増減額（△は増加） 119,715 ―

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △175 970

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 120,047 ―

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ― 206,878

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,600 6,300

 受取利息及び受取配当金 △1,256 △1,647

 支払利息 240 148

 固定資産売却損益（△は益） △16,947 ―

 固定資産除却損 34 561

 ゴルフ会員権評価損 170 ―

 売上債権の増減額（△は増加） 1,959,603 2,222,137

 たな卸資産の増減額（△は増加） △606,455 △478,488

 仕入債務の増減額（△は減少） △546,241 △686,995

 未払金の増減額（△は減少） △59,191 △210,650

 未払費用の増減額（△は減少） △287,106 △255,688

 長期未払金の増減額（△は減少） △165,601 △160,746

 その他 204,178 △8,265

 小計 732,703 288,338

 利息及び配当金の受取額 1,255 1,647

 利息の支払額 △240 △148

 法人税等の支払額 △79,152 △105,886

 法人税等の還付額 36,434 28

 営業活動によるキャッシュ・フロー 691,000 183,980

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △34,739 △72,114

 有形固定資産の売却による収入 41,183 ―

 無形固定資産の取得による支出 △54,856 △136,728

 無形固定資産の売却による収入 18,174 ―

 投資有価証券の取得による支出 △96 △123

 その他 1,882 16,192

 投資活動によるキャッシュ・フロー △28,451 △192,774

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 
ファイナンス・リース債務の返済による支
出

△1,071 △119

 少数株主への配当金の支払額 △1,180 △1,500

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,251 △1,619

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 660,297 △10,412

現金及び現金同等物の期首残高 1,339,514 1,559,915

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,999,811 ※  1,549,502
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数

に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用

する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が380,343千円増加し、利益剰余金が246,082

千円減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に

与える影響は軽微であります。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

受取手形割引高

 
前連結会計年度

(平成27年３月20日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月20日)

受取手形割引高 2,903千円 ―千円
 

 

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については手形交換日をもって決済処理しておりますが、当四半期連

結会計期間末日は金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期間末残高

に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成27年３月20日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月20日)

受取手形 ―千円 16,690千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年３月21日
至　平成26年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年３月21日
至　平成27年12月20日)

現金及び預金 1,999,811千円 1,549,502千円

現金及び現金同等物 1,999,811 1,549,502
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成26年３月21日　至　平成26年12月20日)

１　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

 

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後

となるもの

該当事項はありません。

 

２　株主資本の著しい変動に関する事項
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株主資本等の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成27年３月21日　至　平成27年12月20日)

１　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

 
(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後

となるもの

該当事項はありません。

 
２　株主資本の著しい変動に関する事項

当第３四半期連結累計期間の期首より、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したことに伴い、期首の

利益剰余金が246,082千円減少しております。詳細は、「会計方針の変更」に記載しております。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自　平成26年３月21日　至　平成26年12月20日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平

成27年３月21日　至　平成27年12月20日)

当連結グループは、情報サービス事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年３月21日
至　平成26年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年３月21日
至　平成27年12月20日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △3円97銭 △21円17銭

(算定上の基礎)   

四半期純損失金額(△)(千円) △71,394 △380,986

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △71,394 △380,986

普通株式の期中平均株式数(千株) 17,999 17,999
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

ないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。

　

　

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

安川情報システム株式会社(E05328)

四半期報告書

13/14



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２８年１月２８日

安川情報システム株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 東　　　　　能 利 生　　印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐　　藤　　宏　　文　　印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 矢　　野　　真　　紀　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている安川情報シ

ステム株式会社の平成２７年３月２１日から平成２８年３月２０日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

２７年９月２１日から平成２７年１２月２０日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成２７年３月２１日から平成２７

年１２月２０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連

結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、安川情報システム株式会社及び連結子会社の平成２７年１２月２

０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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